
よくある修正内容                                別添３ 
 
修正箇所によっては評価書作成が無効となり、作成中または提出済みの評価書情報がすべて削除さ

れます。評価書作成者に再提出を依頼する必要がありますので、必ず申請者作成要項を確認し、申

請書を作成してください。評価書作成者と連絡を取り、スケジュールを把握してください。 

申請書と評価書が揃って期限内に提出できない場合は、申請できません。 

 
申請書での該当番号・項目名 修正・注意事項 作成要項該当箇所 
⑫学歴 名古屋大学の学生の場合は「修士」→「前期課

程」と入力すること。 
【DC】P.3 
【PD】P.3 

⑱現在の研究指導者 
現在の受入研究者 

職名、部局種別が正しく入力されていない。 【DC】P.6~7 
【PD】P.8~9 

⑲採用後の受入研究者 研究者番号、部局が正しく入力されていない。 【DC】P.7~8 
【PD】P.9 

⑳申請者受入部局正式名 部局の正式名称を入力する。（大学名、専攻名等

余計な文言が入っている例が多い） 
【DC】P.9 
【PD】P.9 

申請者登録名 未記入または抜けている場合がある。各頁に 
登録名⑧氏名を入力する。 

【DC】P.3 
【PD】P.3 

研究成果等 ない場合は空欄ではなく「特になし」と入力す

る。 
【DC】P.11 
【PD】P.18 

評価書未提出 評価書と申請書提出は同時。評価書がないもの

は申請できない。指導教員と事前にスケジュー

ル調整が必要。 

修正箇所によって

も未提出の状態が

生じる。 

受入研究者情報 研究者番号が空欄または違う。受入研究者に必

ず確認する。修正後には申請書再提出が必要。 
 

申請者連絡先 未入力（空欄） 【DC】P.9~10 
【PD】P.12~13 

 


